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付託議案審査

※
Ｐ
６
に
関
連
記
事

　

対
象
と
な
る
職
員
の

範
囲
は
。

　

地
方
公
務
員
法
第
３

条
第
２
項
に
規
定
す
る

一
般
職
が
対
象
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
職
員
以
外
も
旅
費

を
支
給
す
る
場
合
が
あ
り
、
他

の
条
例
で「
職
員
の
例
に
よ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
非
常
勤
特
別
職

も
、
こ
の
改
正
条
例
に
よ
り
対

象
と
な
る
。

　

削
減
対
象
と
な
る
実

績
額
は
。

　

平
成
30
年
度
の
実
績

額
で
、
約
３
５
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

　

水
田
に
堆
積
し
た
稲

わ
ら
撤
去
事
業
で
堆
積

し
た
稲
わ
ら
の
見
込
み
量
は
。

　

12
月
補
正
で
は
１
万

立
方
㍍
を
見
込
ん
で
予

算
計
上
し
た
が
、
さ
ら
に
１
万

立
方
㍍
を
追
加
し
、
２
万
立
方

㍍
で
予
算
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

林
道
橋
梁
点
検
業
務

で
対
象
と
な
る
橋
梁
の

数
は
。
ま
た
、
点
検
は
毎
年
か
。

　

市
内
の
林
道
に
は
橋

梁
が
21
基
あ
り
、
そ
の

内
対
象
は
18
基
。
点
検
は
５
年

に
１
回
で
、
延
長
４
㍍
以
上
の

橋
梁
が
対
象
。

　

環
境
美
化
推
進
員
を

廃
止
し
、
そ
の
活
動
が

公
衆
衛
生
組
合
に
移
行
さ
れ
る

と
、
ど
う
違
っ
て
く
る
の
か
。

　

推
進
員
に
は
、
ご
み

集
積
所
の
破
損
、
不
法

投
棄
、
野
焼
き
、
一
斉
清
掃
な

ど
に
つ
い
て
の
連
絡
や
情
報
提

供
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
公

衆
衛
生
組
合
の
活
動
と
し
て
進

め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
更
な
る

廃
棄
物
の
減
量
や
環
境
美
化
の

推
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

　

公
衆
衛
生
組
合
へ
の

助
成
金
は
あ
る
の
か
。

　

今
後
、
公
衆
衛
生
組

合
へ
の
補
助
金
に
、
推

　

市
長
か
ら
の
委
嘱
に

な
る
こ
と
で
、
報
酬
や

さ
ま
ざ
ま
な
処
遇
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
維
持
さ
れ
る

の
か
。　

こ
れ
ま
で
の
報
酬
は

報
償
費
で
、
こ
れ
ま
で

の
金
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
定

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
引
き
上
げ
は

一
般
の
団
員
の
み
か
。

　

一
般
の
団
員
の
み
で

あ
る
。
班
長
以
上
に
つ

い
て
は
、
現
在

各
地
区
団
に
お

い
て
、
組
織
の

改
編
を
進
め
て

お
り
、
完
了
し

次
第
検
討
を
行

い
た
い
。

　

水
道
事
業
の
収
入
で

原
子
力
発
電
所
事
故
損

害
賠
償
金
の
内
容
は
。

　

水
道
水
な
ど
の
測
定

に
係
る
賠
償
金
で
あ
る
。

水
道
水
は
27
か
所
を
３
か
月
に

１
回
、
浄
水
発
生
土
７
か
所
を

毎
月
１
回
測
定
し
て
い
る
。
そ

の
測
定
経
費
全
額
の
１
６
５
万

８
０
０
０
円
を
請
求
し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ

侵
入
防
止
対
策
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
で
市
内
の
経
営

体
数
と
申
請
件
数
は
。

　

市
内
の
経
営
体
は
14

で
、
そ
の
内
４
つ
の
経

営
体
か
ら
申
請
が
あ
る
。

進
員
の
謝
礼
相
当
額
を
組
合
割

と
し
て
上
乗
せ
し
た
い
。

　

今
回
廃
止
す
る
若
柳

の
郷
土
資
料
館
の
建
物

は
、
い
つ
解
体
す
る
の
か
。

　

隣
接
す
る
若
柳
公
民

館
の
建
て
替
え
と
同
時

に
解
体
す
る
。

　

展
示
物
は
全
て
旧
富

野
小
学
校
に
移
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
利
活
用
を

含
め
て
ど
の
よ
う
な
現
状
か
。

　

旧
町
村
の
民
俗
資
料

を
１
個
所
に
集
め
て
旧

富
野
小
学
校
で
保
管
し
て
お
り
、

入
の
沢
遺
跡
の

歴
史
資
料
を
含

め
、
展
示
の
方

法
、
構
想
を
検

討
し
て
い
る
。

一
般
公
開
は
整

備
し
た
後
を
考

え
て
お
り
、
現

在
は
公
開
し
て

い
な
い
。

県
内
す
べ
て
の
出
張

職
員
の
日
当
を
廃
止

水 田 に 堆 積 し た 稲 わ ら
撤 去 事 業 補 助 金 の 増 額

公
衆
衛
生
組
合
に
移
行
す
る

環
境
美
化
推
進
員
の
活
動

総
務
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

原
子
力
発
電
所
事
故

損
害
賠
償
金
の
内
容
は

委
嘱
者
が
市
長
と
な
る

交
通
安
全
指
導
員

消
防
団
員
の
減
少
対
策

報
酬
を
引
き
上
げ
へ

郷
土
資
料
館
の
廃
止

展
示
物
の
現
状
は

林

道

に

架

か

る

橋

梁

点

検

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ

侵
入
防
止
対
策
の
状
況
は

問問

問問

問問

問問

問 問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

答答

新入団員指導員研修の様子

民俗資料を保管している旧富野小学校

稲わらの撤去作業が進む　
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人事・討論

　

任
期
満
了
と
な
る
教
育
長
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
５
月
20

日
か
ら
3
年
間
で
す
。

　

佐さ

藤と
う

　
新し

ん
い
ち一
さ
ん
（
再
任
）

　

任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
５
月
20

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

千ち

葉ば

　
み
ど
り
さ
ん（
再
任
）

　

教
育
委
員
会
は
、
合
議
制
の

執
行
機
関
で
す
。
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
な
ど
、
教
育
全
般
に

関
す
る
重
要
な
決
定
を
行
い
、

教
育
の
充
実
を
図
る
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て

３
人
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
２
年
５
月
20

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服

を
審
査
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
を
候
補
者
と
し
て
、
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
状
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
常
に

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て

法
的
義
務
の
な
い
「
紙
媒
体
」

で
の
適
齢
者
名
簿
提
出
は
や
め

る
こ
と
。
女
川
原
発
２
号
機
再

稼
働
に
伴
う
石
巻
、
女
川
１
万

６
７
９
０
人
を
46
施
設
に
受
け

入
れ
る
避
難
計
画
は
実
効
性
が

な
く
再
稼
働
は
絶
対
に
認
め
ら

れ
な
い
。
中
核
機
能
構
想
の
公

園
計
画
は
中
止
を
求
め
る
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
当

初
予
算
は
、
前
年
度
対
比
減
額

の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
必

要
な
事
業
を
厳
選
し
た
予
算
編

成
で
あ
り
、「
市
民
が
創
る
く

ら
し
た
い
栗
原
」
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
一
般
会
計
予
算
は

確
実
に
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

教

育

長

の

選

任

同

意

教

育

委

員

選

任

同

意

固
定
資
産
評
価

審
査
委
を
同
意

人
権
擁
護
委

３
人
を
同
意

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
に
「
賛
成
」・「
反
対
」

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　栗原市名誉市民条例（平成 18年４
月１日施行）に基づき、名誉市民の称
号ならびに名誉市民章を贈り顕彰する
ことに、全員賛成で同意しました。
　前市長の佐藤　勇さんは平成 17年
４月、栗原郡 10町村が合併して誕生
した栗原市の初代市長として、３期
12 年にわたり市政の円滑な推進と地
方自治の振興に多大な功績を残しまし
た。
　特に、「岩手・宮城内陸地震」、「東
日本大震災」という２度の災害からの
復興と発展を目指し、各分野に尽力さ
れました。
　永年にわたる多くの功績が認められ
たものです。

名誉市民決まる

前市長

　佐
さ

藤
とう

　勇
いさむ

さん（77歳）

菅
原　

勇
喜 

議
員

高
橋　
　

渉 

議
員

反
対

賛
成

　　　　　会派・議員氏名

議　案　名　　　　　　　　

議
決
結
果

新清流 市民くりはら 日本共産党
栗原市議団 政策フォーラム 社民党栗

原市議団 無会派

髙
橋
　
義
雄

相
馬
　
勝
義

佐
藤
　
範
男

澤
邉
　
幸
浩

髙
橋
　
　
将

阿
部
　
貞
光

佐
藤
　
千
昭

佐
藤
　
　
勇

高
橋
　
　
渉

佐
藤
　
庄
喜

濁
沼
　
一
孝

佐
藤
　
文
男

沼
倉
　
　
猛

菅
原
　
勇
喜

小
野
　
久
一

石
川
　
正
運

三
塚
　
　
東

佐
々
木
嘉
郎

佐
藤
　
　
悟

高
橋
　
勝
男

鹿
野
　
芳
幸

五
十
嵐
　
勇

三
浦
　
善
浩

佐
藤
　
久
義

令和２年度一般会計当初予算 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 －

議員の採決表

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「－」⇒議長のため採決に加わらない

討
論

　

佐さ

藤と
う

　
美み

千ち

子こ

さ
ん（
再
任
）

　

菅す
が
わ
ら原

　
勝か

つ
な
お直
さ
ん
（
再
任
）

　

髙た
か
は
し橋

　
　
猛

た
け
し

さ
ん
（
新
任
）

　

佐さ

藤と
う

　
裕ゆ

う

子こ

さ
ん
（
再
任
）

　

千ち

田だ

　
祐ゆ

う

子こ

さ
ん
（
新
任
）

　

岩い
わ

渕ぶ
ち

　
幸こ

う

市い
ち

さ
ん
（
新
任
）

人
事


